
１
金
融
制
度
の
な
か
の
銀
行

⑴
金
融
制
度

　

銀
行
な
ど
の
「
①
金
融
機
関
」
は
、

外
国
為
替
市
場
な
ど
の
「
②
金
融
市

場
」、
債
券
や
株
式
な
ど
の
「
③
金
融

商
品
」
と
あ
わ
せ
「
金
融
制
度
」
と
い

わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
言
葉
に
な

じ
ん
で
い
る
が
、
自
動
車
業
界
な
ど
を

自
動
車
制
度
と
は
い
わ
な
い
。
一
方
、

行
政
関
係
で
は
財
政
制
度
、
社
会
保
障

制
度
な
ど
「
制
度
」
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、「
金
融
制
度
」
に
は
ど
こ
と
な
く

公
的
な
響
き
が
あ
る
。
こ
こ
に
産
業
と

し
て
の
金
融
の
特
徴
が
あ
り
、
金
融
制

度
の
あ
り
方
を
問
う
と
き
、
ど
う
し
て

も
規
制
な
ど
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

⑵
金
融
規
制
の
理
論

　

❶
経
済
的
規
制

　

経
済
学
で
は
、
一
般
に
規
制
な
し
に

価
格
や
取
引
量
が
決
ま
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
る
。
規
制
が
必
要
と
さ
れ

る
の
は
、
①
競
争
を
阻
害
し
市
場
機
能

を
歪
め
る
独
占
・
寡
占
の
場
合
、
②
公

害
の
よ
う
に
企
業
が
コ
ス
ト
を
過
小
評

価
し
供
給
が
過
剰
に
な
る
場
合
や
、
公

園
の
よ
う
に
供
給
者
が
コ
ス
ト
の
回
収

が
難
し
い
た
め
、
放
置
す
れ
ば
供
給
が

過
少
に
な
る
場
合
（
前
者
を
外
部
不
経

済
・
後
者
を
外
部
経
済
と
い
う
）
と
さ

れ
る
。

　

金
融
の
場
合
も
①
に
つ
い
て
は
、
銀

行
や
金
融
機
関
は
大
型
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
導
入
な
ど
に
よ
り
装
置
産
業

化
し
、
固
定
費
比
率
が
上
昇
し
て
き
た

こ
と
か
ら
独
占
が
進
む
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
（
こ
れ
は
「
自
然
独
占
」
と

呼
ば
れ
、
電
力
等
の
公
益
産
業
と
同

様
）。
ま
た
②
に
つ
い
て
も
、
金
融
は
、

特
に
普
通
の
経
済
市
場
と
は
違
う
事
情

か
ら
規
制
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
第
一

が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
第
二
が
、
顧
客
な
ど

と
の
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
、
情
報
の

非
対
称
性
で
あ
る
。
ま
ず
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
産
業
で
は
、
携
帯
電
話
等
と
同
様
、

銀
行
な
ど
で
は
資
金
の
や
り
と
り
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
便
益
が
大
き
く
な
り
、
コ

ス
ト
が
低
下
す
る
と
い
う
事
情
で
あ
る
。

こ
れ
は
先
の
自
然
独
占
と
同
様
で
あ
り
、

放
置
す
れ
ば
独
占
を
生
み
競
争
制
限
的

に
な
る＊

。
情
報
の
非
対
称
性
と
は
、
一

般
に
普
通
の
経
済
取
引
で
は
、
買
い
手

は
購
買
す
る
製
品
に
つ
い
て
売
り
手
同

様
に
十
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
る
と
仮

定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
た
と

え
ば
融
資
で
は
、
借
り
手
は
自
分
の
投

資
案
件
に
貸
し
手
よ
り
も
豊
富
な
情
報
＊またネットワーク産業では、個別銀行の経営破綻がネットワークを通じてシステム全体に及ぶという問題（システムリスク）があるため、規制が必要とされる。

　低金利政策の継続、長年の経済停滞に加え、最近のデジタル化の進展などの環境変化のなかで
日本の銀行制度は試練のときを迎えている。日本の銀行制度はかつて厳格な規制のもとで発展してきた。
しかし皮肉なことに、銀行の苦境は金融自由化による規制緩和とともに始まっている。
　規制には、経済合理的な規制に加え、政策的な規制がある。わが国の場合、政策的な規制は
歴史的な合理性もあったが、その緩和は遅れがちであった。一方、自由化に向けた新たな体制への
整備が遅れバブル等の問題が生じた側面もある。そして、わが国の銀行は自由化のメリットを活かせず
今日に至っているように見える。
　だが、金融資産が増加するなかで、金融のプロ集団である銀行に未来がないわけではない。現在
日本の銀行はデジタル化の進展をふまえさらなる変革の波にさらされている。 金融のデジタル化とは
マネーとデータ（情報）の融合でもある。金融業とは情報生産業でもある。銀行は金融のプロとして
デジタル化を活かし発展することができる。

銀行制度の行方
大阪経済大学経済学部教授（元日本銀行金融研究所長）　髙橋　亘



を
持
っ
て
お
り
、
資
金
を
出
す
方
よ
り
、

資
金
を
受
け
取
る
方
が
情
報
優
位
に
な

る
と
の
事
情
で
あ
る
。
一
方
、
債
券
、

株
式
、
投
資
信
託
な
ど
の
リ
ス
ク
の
あ

る
金
融
商
品
で
は
買
い
手
は
売
り
手
ほ

ど
の
情
報
を
持
た
な
い
。
こ
の
た
め
金

融
商
品
取
引
法
で
は
、
金
融
商
品
の
販

売
に
際
し
て
は
、
リ
ス
ク
情
報
の
提
供

が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
銀
行
の

経
営
状
況
の
判
断
に
つ
い
て
は
債
権
者

で
あ
る
預
金
者
に
は
判
断
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
国
が
代
理
に
監
督
し
保
証
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
銀
行
が
免

許
業
種
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
金
融
は
、
そ
の
性
格

上
、
規
制
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
現
実

の
規
制
を
み
る
と
経
済
的
な
理
由
ば
か

り
で
な
く
よ
り
政
策
的
な
理
由
で
も
規

制
が
な
さ
れ
る
。
経
済
的
な
規
制
も
、

経
済
の
環
境
や
金
融
技
術
の
発
展
な
ど

に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
が
、
政
策
的
な
規
制
は
見
直
し
が
よ

り
必
要
で
あ
る
。
規
制
が
適
当
で
な
く

な
れ
ば
、
金
融
業
自
体
の
発
展
に
悪
影

響
が
及
ぶ
。

　

❷
政
策
的
規
制

　

政
策
的
規
制
と
は
、
経
済
成
長
の
人

為
的
促
進
な
ど
経
済
的
規
制
と
は
別
の

理
由
で
行
う
規
制
で
あ
る
。
た
と
え
ば

わ
が
国
の
場
合
で
は
、
戦
後
、
銀
行
を

通
じ
て
資
金
を
成
長
産
業
に
効
率
的
に

供
給
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
た
。
わ
が

国
の
規
制
の
特
徴
は
、
法
律
等
の
規
程

よ
り
も
官
庁
等
に
よ
る
行
政
指
導
・
業

界
の
ル
ー
ル
な
ど
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
規
制
の
運
用
を
柔
軟
に
す
る

と
同
時
に
、
運
用
が
恣
意
的
に
な
り
不

透
明
に
な
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う
欠
点

が
あ
っ
た
。

　

戦
後
経
済
成
長
を
促
進
す
る
た
め
の

政
策
は
主
に
二
つ
。
一
つ
は
、
成
長
率

に
比
べ
低
め
の
金
利
を
設
定
し
成
長
を

促
進
す
る
と
い
う
人
為
的
低
金
利
政
策
。

も
う
一
つ
は
、
専
門
別
銀
行
制
度
で
あ

る
。
大
企
業
や
重
工
業
の
設
備
資
金
の

供
給
は
、
都
市
銀
行
・
長
期
信
用
金
庫

が
担
い
、
中
小
企
業
へ
の
資
金
供
給
は
、

地
方
銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
が

担
う
。ま
た
都
市
部
の
金
融
は
前
者
が
、

地
方
の
金
融
は
後
者
が
担
う
と
い
う
産

業
・
地
域
別
の
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
加
え
業
態
間
で
も
銀
行
の
証
券

業
務
は
禁
止
さ
れ
、
銀
行
と
証
券
（
ま

た
保
険
）
は
厳
格
に
分
離
さ
れ
た
。
銀

行
部
門
で
は
、
地
方
か
ら
都
市
部
へ
低

利
な
資
金
が
移
転
し
、
専
門
性
に
応
じ

て
、
企
業
規
模
別
・
産
業
別
に
効
率
的

に
供
給
さ
れ
た
。
人
為
的
な
低
金
利
の

下
で
は
、資
金
需
要
が
供
給
を
上
回
る
。

こ
の
た
め
銀
行
同
士
の
過
度
の
競
争
を

抑
制
し
経
営
の
不
安
定
化
を
招
か
な
い

よ
う
に
、
融
資
の
範
囲
と
量
が
割
り
当

て
ら
れ
た
。融
資
量
の
割
り
当
て
に
は
、

大
蔵
省
の
行
政
指
導
の
ほ
か
、
大
規
模

銀
行
を
中
心
に
四
半
期
ご
と
に
個
別
の

銀
行
の
貸
出
増
加
額
に
枠
を
設
け
た
日

本
銀
行
の
窓
口
指
導
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。

２
銀
行
制
度
の
変
化

⑴
自
由
化
以
前

　

戦
時
体
制
を
引
き
継
い
で
戦
後
復
興

期
に
確
立
し
た
専
門
別
金
融
制
度
、
特

に
銀
行
制
度
は
結
局
１
９
９
０
年
代
の

金
融
危
機
ま
で
続
い
た
。
専
門
別
銀
行

制
度
は
、
前
述
の
と
お
り
資
金
の
選
択

的
な
供
給
に
加
え
、
銀
行
制
度
の
安
定

自
体
も
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
競
争

に
よ
る
淘
汰
は
、
金
融
を
不
安
定
に
す

る
と
の
考
え
か
ら
、
わ
が
国
で
は
金
融

機
関
は
新
規
参
入
も
倒
産
も
許
さ
ず
、

規
模
に
よ
る
順
位
も
維
持
す
る
と
い
う

護
送
船
団
方
式
が
と
ら
れ
た
。
競
争
制

限
は
、
金
融
商
品
の
品
揃
え
に
も
お
よ

び
、
新
商
品
は
事
前
に
行
政
の
認
可
を

必
要
と
し
た
。
ま
た
金
利
は
規
制
さ
れ
、

貸
出
金
利
と
預
金
金
利
の
格
差
で
あ
る

利
ザ
ヤ
が
保
証
さ
れ
、
預
金
量
の
拡
大

が
利
益
拡
大
と
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、

銀
行
は
新
技
術
開
発
に
よ
る
質
的
競
争

よ
り
も
資
金
量
拡
大
に
躍
起
に
な
り
、

大
蔵
省
は
店
舗
行
政
を
て
こ
に
こ
れ
を

規
制
し
た
。

　

し
か
し
１
９
７
０
年
代
に
入
り
金
融

制
度
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
化
し

た
。
最
大
の
変
化
は
高
度
成
長
の
終
焉

で
あ
る
。
高
度
成
長
の
終
了
に
よ
り
、

企
業
の
資
金
需
要
も
大
き
く
減
退
し
、

か
つ
大
企
業
が
自
ら
株
式
・
社
債
等
で

の
資
金
調
達
を
増
や
し
た
こ
と
も
銀
行

へ
の
資
金
需
要
を
低
下
さ
せ
た
。
ま
た
、

医
療
・
年
金
の
充
実
な
ど
の
福
祉
国
家

の
進
展
は
、
財
政
支
出
の
拡
大
に
よ
り

国
債
の
発
行
を
増
や
し
、
当
初
は
銀
行

団
に
割
り
当
て
ら
れ
た
国
債
も
や
が
て

市
中
消
化
に
踏
み
切
る
必
要
が
生
じ
、

投
資
家
に
魅
力
の
あ
る
金
利
設
定
の
必

要
性
な
ど
か
ら
金
利
規
制
の
緩
和
が
進

ん
だ
。

　

一
方
、
日
本
企
業
の
欧
米
な
ど
で
の

海
外
展
開
が
進
む
な
か
で
、
経
済
の
国

際
化
も
規
制
を
緩
和
さ
せ
る
方
向
に
働

い
た
。
海
外
か
ら
の
対
日
圧
力
ば
か
り

で
な
く
海
外
で
規
制
の
働
か
な
い
円
の

市
場
が
発
展
し
、
放
置
す
れ
ば
日
本
の

市
場
か
ら
資
金
が
流
れ
国
内
市
場
が
空

洞
化
し
か
ね
な
い
こ
と
が
自
由
化
の
圧

力
と
な
っ
た
。

　

ま
た
経
済
の
発
展
と
と
も
に
国
内
の

金
融
資
産
も
増
加
し
た
。
金
融
業
は
こ

れ
ま
で
産
業
に
資
金
供
給
を
行
う
従
属

的
な
役
割
が
主
で
あ
っ
た
が
、
経
済
の



構
造
変
化
と
と
も
に
、
金
融
資
産
が
蓄

積
し
そ
の
運
用
が
重
要
と
な
り
、
金
融

自
体
が
自
律
的
に
産
業
と
し
て
発
展
す

る
と
い
う
大
き
な
変
化
も
あ
っ
た
。

⑵
三
つ
の
自
由
化

　

金
融
自
由
化
が
一
般
に
そ
う
で
あ
る

よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
金
融
の
自

由
化
も
、
①
金
利
の
自
由
化
と
、
②
業

務
範
囲
の
自
由
化
な
ど
の
金
融
制
度
改

革
の
両
方
向
で
進
ん
だ
。
ま
た
、
海
外

と
の
金
融
取
引
の
増
加
の
な
か
で
、
③

為
替
管
理
の
自
由
化
も
重
要
で
あ
っ
た
。

　

わ
が
国
の
金
融
自
由
化
で
特
徴
的
な

の
は
、
時
間
を
か
け
た
漸
進
的
な
実
行

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
①
金
利

自
由
化
に
つ
い
て
は
、
79
年
の
自
由
金

利
の
譲
渡
性
預
金
の
導
入
か
ら
、
94
年

の
普
通
預
金
等
の
流
動
性
預
金
金
利
の

自
由
化
ま
で
15
年
間
を
要
し
た
。
ま
た

②
金
融
制
度
改
革
に
つ
い
て
も
、
規
制

の
緩
和
は
き
わ
め
て
漸
進
的
で
、
銀
行

等
の
公
共
債
な
ど
一
部
の
証
券
業
務
の

認
可
と
か
、
銀
行
等
に
よ
る
一
部
の
証

券
業
務
を
営
む
証
券
子
会
社
の
設
立
と

か
、
自
由
化
の
促
進
も
他
業
態
へ
の
影

響
を
最
小
化
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な

が
ら
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
こ

う
し
た
体
制
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
不

良
債
権
の
累
増
に
よ
る
金
融
機
関
の
経

営
破
綻
で
一
挙
に
崩
壊
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
98
年
の
い
わ
ゆ
る
「
金
融
ビ
ッ

グ
バ
ン
」
は
、
制
度
改
革
を
総
仕
上
げ

的
に
進
め
、
銀
行
・
証
券
・
保
険
業
務

の
相
互
の
乗
り
入
れ
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
進
め
た
ほ
か
、
金
融
持
ち
株
会
社
の

解
禁
に
よ
り
持
ち
株
会
社
の
傘
下
に
複

数
の
業
務
分
野
の
金
融
子
会
社
を
保
有

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
金
融

業
界
の
体
制
変
革
に
途
を
拓
く
こ
と
に

な
っ
た
。
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
つ
い
て

は
、
金
融
業
界
の
活
性
化
に
向
け
た
大

胆
な
施
策
で
あ
る
と
同
時
に
、
相
次
ぐ

経
営
破
綻
の
深
刻
化
の
な
か
で
、
金
融

業
界
の
「
整
理
」
と
し
て
の
意
味
を
持

っ
た
。
ま
た
２
０
０
６
年
よ
り
一
般
事

業
者
に
よ
る
銀
行
業
の
開
業
が
可
能
と

な
り
、
電
機
、
流
通
業
等
か
ら
参
入
も

進
ん
で
い
る
。
最
後
に
③
為
替
管
理
に

つ
い
て
も
、
戦
後
は
原
則
、
対
外
取
引

全
面
禁
止
で
あ
っ
た
が
、
１
９
８
０
年

原
則
自
由
に
法
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
徐
々
に
自
由
化
を
進
め
た
あ
と
、
１

９
９
８
年
に
は
外
国
為
替
公
認
銀
行
制

度
を
撤
廃
す
る
な
ど
欧
米
先
進
諸
国
並

み
の
対
外
取
引
環
境
が
整
備
さ
れ
た
。

こ
れ
も
18
年
を
要
し
た
漸
進
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。

⑶
自
由
化
以
降

　

日
本
の
金
融
自
由
化
は
、
従
来
の
規

制
的
な
体
制
が
改
め
ら
れ
、
21
世
紀
初

頭
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
だ
が
、
少

な
く
と
も
90
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、

銀
行
に
つ
い
て
は
、
２
０
０
３
年
の
ペ

イ
オ
フ
解
禁
ま
で
は
不
良
債
権
の
処
理

に
追
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
現
在
に
至

る
ま
で
金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
が
想
定
し
た

金
融
業
の
活
性
化
は
な
か
な
か
捗
ら
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
最
近
で
は
、

政
策
的
に
地
方
経
済
の
再
生
の
た
め
の

銀
行
の
役
割
も
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
一
方
で
地
方
銀
行
の
再
編
も
唱
え

ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

自
由
化
以
降
、
金
融
機
関
へ
の
規
制

は
、
銀
行
に
対
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
己
資
本
規
制
が

中
心
に
な
っ
た
。
自
己
資
本
規
制
は
、

リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
に
見
合
う
最
低
資

本
量
を
規
定
す
る
と
い
っ
た
経
済
合
理

的
な
側
面
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
対

象
が
、
信
用
リ
ス
ク
、
市
場
リ
ス
ク
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
、
さ
ら
に
流

動
性
規
則
な
ど
に
拡
大
・
複
雑
化
さ
れ

実
用
性
に
も
疑
問
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

　

国
際
的
に
共
通
な
こ
の
規
制
は
自
己

資
本
比
率
が
低
か
っ
た
わ
が
国
に
は
強

く
働
い
た
。
金
融
自
由
化
は
本
来
、
金

融
部
門
の
活
性
化
を
狙
っ
た
も
の
で
も

あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
目
に
見
え
る
成
果

が
現
れ
な
い
の
は
、
不
良
債
権
の
解
消

に
長
期
間
を
要
し
た
こ
と
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規

制
が
比
較
的
大
き
く
働
い
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
地
盤
と
す
る
日
本
経
済
の
不
振

（
特
に
地
方
経
済
）
に
加
え
、
日
本
銀

行
に
よ
る
低
金
利
政
策
が
長
期
に
わ
た

っ
て
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
が
、

い
ま
だ
残
存
す
る
制
約
で
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
の
金
融
の
新
た
な
流
れ
に
既
存
の

金
融
機
関
が
自
由
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
が
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

３
規
制
緩
和
と
自
由
化
の
評
価

⑴
規
制
の
レ
ガ
シ
ー

　

政
治
的
な
規
制
の
難
し
さ
は
、
政
策

目
的
を
果
た
し
た
後
で
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
既
得
権
益
が
生
ま
れ
そ
の
修
正
が
ど

う
し
て
も
遅
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
規
制
下
の
低
金
利
政
策
は
経
済
の

高
度
成
長
に
貢
献
し
た
も
の
の
、
護
送

船
団
方
式
の
下
で
現
状
維
持
が
優
先
さ

れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
リ
タ
ー

ン
を
求
め
生
じ
う
る
リ
ス
ク
を
管
理
す

る
と
い
う
自
律
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

の
確
立
を
妨
げ
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
が
露
呈
し
た
の
が
、

１
９
８
０
年
代
後
半
に
金
融
自
由
化
の

途
上
で
生
じ
た
バ
ブ
ル
の
形
成
と
崩
壊

で
あ
る
。
金
融
自
由
化
の
も
と
で
、
バ

ブ
ル
の
兆
し
が
み
え
て
も
、
大
蔵
省
の

行
政
指
導
や
日
本
銀
行
の
窓
口
指
導
の

厳
格
化
が
控
え
ら
れ
る
な
か
で
銀
行
を

は
じ
め
と
し
た
金
融
機
関
の
融
資
量
は



増
加
し
、一
方
個
々
の
銀
行
で
は
、こ
れ

ら
の
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
と
い
う
自
律

的
な
リ
ス
ク
管
理
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
。
個
々
人
の
レ
ベ
ル
で
も
、
自
ら
は

た
め
ら
い
が
あ
っ
て
も
、
バ
ブ
ル
融
資

に
加
担
せ
ざ
る
え
な
い
事
例
も
多
く
見

ら
れ
今
日
の
よ
う
に
同
調
圧
力
の
弊
害

が
目
立
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
１
９

８
０
年
代
の
後
半
の
バ
ブ
ル
の
崩
壊
は
、

こ
れ
ま
で
の
政
府
に
よ
る
統
制
か
ら
銀

行
の
自
律
へ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
移
行
の

空
白
期
に
生
じ
た
。
そ
れ
は
組
織
ば
か

り
で
な
く
、
個
々
人
の
自
律
性
の
欠
如

に
も
反
省
を
要
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

⑵
自
由
化
の
評
価

　

日
本
の
金
融
部
門
は
そ
の
後
も
公
的

資
金
投
入
も
経
て
経
営
の
健
全
化
を
優

先
し
た
こ
と
か
ら
、
金
融
庁
の
検
査
の

厳
格
化
も
あ
り
総
じ
て
安
全
運
転
的
な

経
営
姿
勢
に
終
始
し
て
き
て
い
る
。
こ

れ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
欧
州
金

融
危
機
な
ど
国
外
金
融
市
場
が
動
揺
す

る
な
か
で
わ
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は

総
じ
て
安
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の

好
結
果
も
も
た
ら
し
た
が
、
日
本
経
済

の
停
滞
と
低
金
利
政
策
の
継
続
で
経
営

環
境
は
悪
化
し
て
き
て
お
り
、
金
融
部

門
の
活
性
化
と
い
う
自
由
化
の
効
果
は

発
揮
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
自
由
化

と
い
う
規
制
緩
和
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と

い
う
結
末
を
迎
え
た
後
遺
症
は
大
き
い
。

日
本
の
金
融
機
関
は
体
制
を
整
備
し
、

自
由
化
を
活
か
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

４
銀
行
業
の
将
来

　

銀
行
の
将
来
に
つ
い
て
は
悲
観
的
な

見
方
も
多
い
。
銀
行
な
ど
の
預
金
金
融

機
関
の
推
移
を
見
て
も
、
金
融
機
関
の

数
も
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
な
お
過

剰
で
一
段
の
再
編
が
必
要
で
あ
る
と
の

意
見
も
多
い
（
図
表
１
）。
し
か
し
こ

れ
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
日
本
経
済
で
は
、
金
融
資
産
の
増
加

（
図
表
２
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
金
融

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
増
大
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
金
融
機
関
が
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
、
金
融
機
関
の
多
寡
は
一
概
に
は

論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
金

融
庁
も
姿
勢
を
転
換
し
、
金
融
機
関
の

自
主
性
を
促
す
な
か
で
、
金
融
業
の
育

成
に
力
点
を
お
い
て
き
て
い
る
が
、
金

融
の
プ
ロ
と
し
て
業
務
範
囲
の
さ
ら
な

る
拡
大
な
ど
銀
行
の
活
性
化
に
焦
点
を

当
て
た
一
段
の
踏
み
込
み
も
必
要
と
さ

れ
よ
う
。

　

金
融
業
に
は
本
来
「
範
囲

の
経
済
」
と
い
う
一
つ
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

多
様
な
業
務
に
活
か
せ
る
特

性
が
あ
る
。
規
律
を
的
確
に

備
え
れ
ば
、
金
融
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
さ
ま
ざ
ま
な
新
規
の
金

融
ビ
ジ
ネ
ス
で
応
用
で
き
る
。

　

金
融
へ
の
新
た
な
ニ
ー
ズ

と
し
て
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も

デ
ジ
タ
ル
化
が

あ
げ
ら
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
と

は
結
局
は
デ
ー

タ
・
情
報
の
問

題
で
あ
り
、
融

資
の
審
査
等
の
情
報
生
産
は
既
存
の
銀

行
の
得
意
分
野
で
あ
る
。
融
資
の
審
査

等
は
す
べ
て
デ
ー
タ
の
み
で
「
統
計
的

な
処
理
」
が
可
能
な
分
野
で
は
な
い
。

デ
ー
タ
で
は
表
現
で
き
な
い
要
因
に
は

プ
ロ
と
し
て
も
銀
行
員
の
判
断
が
活
き

て
く
る
。
ま
た
わ
が
国
で
は
デ
ジ
タ
ル

決
済
な
ど
は
、
銀
行
外
の
業
者
に
よ
り

推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
に
よ
り
銀
行
の
業
務
と

し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
海
外
諸
国
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
今
後
通
貨
の
デ
ジ
タ

ル
化
も
い
っ
そ
う
進
む
で
あ
ろ
う
が
、

デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
本
質
は
「
マ
ネ
ー
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
ば
か
り
で
な
く
「
マ
ネ

ー
と
デ
ー
タ（
情
報
）」の
融
合
で
あ
り
、

金
融
業
は
ま
す
ま
す
情
報
産
業
と
の
色

彩
を
強
め
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
も
「
情

報
生
産
」
を
生
業
と
し
た
既
存
の
金
融

機
関
の
得
意
分
野
で
あ
る
は
ず
だ
。
デ

ジ
タ
ル
化
を
追
い
風
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
せ
ば
、
銀
行
の
将
来

は
決
し
て
暗
く
な
い
。
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出所：国民経済計算

現預金 投資証券など 保険・年金等 その他とも計

1994年末 607.0 152.5 345.6 1231.0

2007年末 802.4 239.1 480.0 1619.5

2008年末 810.2 145.4 470.3 1509.4

2017年末 968.8 330.2 522.4 1901.5

図表 ２　家計（個人企業を含む）の金融資産推移  （兆円）

出所：預金保険機構

都銀 地銀 地銀Ⅱ 信託 長信行 信金 信組

1971年度 14 61 71 7 3 484 523

1997年度 10 64 64 33 3 401 352

2001年度 5 64 38 14 0 255 145

図表 1　預金保険対象金融機関数の推移


